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ている． 2018 年 8 月 31 日の時点で，立地適正化計画について具体的な取組を行

















 本論文は 6 章から構成されている．各章の概要は以下の通りである．  


































果として，以下の 3 点の知見を得た．  
①中心市街地に該当するエリアは大型店舗が多く立地しているが，いずれも減少
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